北海道老人福祉施設協議会
災害支援チーム派遣計画
１．派遣職員のキャリア（経験）等
派遣職員はある程度の介護等の経験（数年以上）がある方で、できれば有資格者の方（介護福祉士、看護師等）を派遣します。
２．チーム編成・勤務シフト
基本は、２名で１チームの派遣になりますが、３名や１名の派遣も可で、派遣場所や施設、ユニットの活動内容によって、チーム編成や勤務シフトがかわります。
＊福祉避難所等の活動では、２人１組で３チーム又は３人１組で２チームの派遣体制を整え、計６名で介護・支援を行い、勤務シフトは夜勤を含むローテーション勤務となる場合があります。期間内で「明け」「休日」を設けます。
３．期間
チームの期間は疲労を考慮し、１チーム１２日間（移動日として２日間を含む）を原則として派遣します。
４．宿泊場所
　　宿泊場所は、原則として施設内に確保します。ただし、移動等に支障が出ない範囲で個別に宿泊場所が確保できる場合は、個別で対応していただいてもかまいません。
５．寝具と食事
　　緊急時でもありますが、派遣先の施設に寝具と食事の提供をお願いします。なお、個別に宿泊場所を確保した場合、寝具と勤務外の食事については準備できません。基本的に施設での支援活動を基本としていますが、場合によっては一般避難所や被災施設で活動する場合が考えられます。各自で寝具と食事を用意する場合もあります。
６．旅費・賃金等
　　あくまでも派遣元の社会福祉法人・福祉施設の業務として出張していただくことになります。したがって自法人、自施設の規定に基づいて派遣元が負担していただくことになります。
　７．交通機関等
　　派遣施設までの交通機関については斡旋しません。あくまでも現地での集合となりますので、各自でルートを確認し集合時間に遅れないようにして下さい。
　８．派遣及び受入のコーディネーターの役割と派遣までの流れ
　　　　①受入側コーディネーターは、被災地域の受入施設の状況と介護職員等の要請人数の取
りまとめを行い、受入施設リストを作成します。
②派遣側コーディネーターは、受入側コーディネーターの要請に基づき、介護職員等の派遣依頼を各施設に要請、取りまとめを行い、派遣リストを作成します。
③双方のコーディネーターは、受入施設リストと派遣リストを基に派遣時期、派遣者等の調整及び、被災状況、交通事情、宿泊等に関する情報を収集し、受入・派遣元の施設へ報告します。
【災害時の緊急支援対策のイメージ図】
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＊老施協の会員、非会員を問わず支援、受け入れ体制を整える。


10．活動報告書
　派遣職員は、別紙活動報告書に派遣期間の活動内容を毎日記録し、派遣先の施設長の確認印をもらうものとする。また、原本は派遣先の施設に保管し、派遣期間終了後速やかに写しを派遣元の施設長及び北海道老施協事務局に提出するものとする。
11．連絡先
【北海道老人福祉施設協議会事務局】
北海道社会福祉協議会 施設経営支援部 施設福祉課　（担当：山崎・小原）
　　〒060-0002　札幌市中央区北2条西7丁目　北海道社会福祉総合センター内
　　　TEL  011-241-3766  FAX  011-280-3162
　※派遣コーディネーター：手稲リハビリテーションセンター　保坂　昌知
【宮城県老人福祉施設協議会災害対策本部】
　社会福祉法人　仙台市社会事業協会　（担当：佐々木　薫）
　　〒981-0917　仙台市青葉区葉山町8-1　仙台楽生園ユニットケア施設群内
　　　TEL 022-273-4920　FAX 022-273-8510
※受入コーディネーター：特別養護老人ホーム仙台楽生園　佐々木　薫
※受入連絡・受付担当者：ケアハウス創快館　佐藤　文彦
_1364835417.ppt
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